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令和２年３月定例会一般質問表 
 

                            ２月２７日、２８日、３月２日                           

受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 
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１．新たな総合計画策定に向け、持続可能な開発目標（SDGs）

の位置づけについて 

 

国連加盟国が２０３０年末の達成を目指す「持続可能な

開発目標（SDGs）」について全国の自治体や民間企業など

でその理念を施策等に取り入れる動きが見られる。 

昨年６月議会で SDGsへの本市の取り組みについて質問

をさせて頂いた際に「現在総括を行っている第５次総合計

画の中には、SDGs の名称は出てこないが、その中には

SDGs の理念に沿った施策が数多くある」との答弁を頂い

た。 

また、国の「まち・ひと・しごと創生総合戦略２０１８

改訂版」では、自治体における SDGs の達成に向けた取り

組みを推奨している中、昨年の一般質問では、今後第６次

総合計画への反映を検討するとのことだった。 

このことを踏まえ、本市の今後の取り組みについて伺う。 

 

（１）第５次総合計画の総括で見えた、SDGs への取り組み 

 

 ① SDGs の理念を総合計画に落とし込むために、第５次

総合計画の総括を行う時点で市の施策との整合性をと

り、項目ごとにカテゴライズする必要があったと考える

が、昨年６月から現在までの間にその作業はどの程度進

んだのか。 

 

（２）第６次総合計画への展開について 

 

 ① 今後計画の策定にあたり、明確に SDGs の理念を反映

させることを考えているか。 

 

 ② SDGs には１７の目標が定められているが、現在考え

ている目標へのアプローチがあれば項目ごとに教えて

頂きたい。 
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受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 
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２．記録的少雪に対する対応について 

 

本年度はこれまで記録的な少雪傾向が続いているが、こ

れは市内在住の高齢者に話を伺っても記憶にないと言われ

るほどの異常な状況と言える。 

一般の市民にとっては除雪や排雪にかかる手間と費用が

掛からないこと、通勤通学において支障が起きないことか

ら、概ね暮らしやすいと捉えられることが多いが、市内の

除雪業者は市道除雪の他に民間施設の除雪を請け負ってい

る場合が多く、冬期間の収入面で非常に影響が大きいもの

と思われる。 

平年の水準を大きく超える豪雪については、対策本部体

制を取るなど災害との認識が一般的となるが、平年の水準

を大きく下回る少雪についても、考え方によっては雪害と

言える。 

また、この記録的少雪により冬期間に予定していた収入

が不足することも推測され、この状況を放置すれば来年度

以降の除雪体制に悪影響を及ぼすことが懸念される。 

この状況を踏まえ、現状と今後の対応などについて何点

か伺う。 

 

（１）現状の把握 

 

① 平年の降雪水準の平均と、本年度現在までの降雪量。 

 

② 平年の市道除雪時間平均と、本年度現在までの除雪時  

 間。 

 

（２）本市の対応について 
 

① 現在までの少雪に対し、除雪業者へ行っている対応。 

 

② 今後、少雪の影響を受けた除雪業者に対する支援につ

いて。 

 

（３）記録的少雪により懸念される多方面への影響について 

 

① 農作物に対し懸念される影響と、その対応策について。 

 

② 今後の降水量によっては夏以降の水不足も懸念される

が、その際の対応策について。 
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１．高校再編計画への取り組み    

   

昨年６月３日、えくぼプラザにおいて「東置賜地区にお

ける再編整備計画」の地域説明会が開催され聴講しました。   

現在、東置賜地区における高校の配置は、私立高校２校

と、県立高校が、米沢４校、その他地区３校の７校となっ

ています。「東南置賜地区の県立高校再編整備計画（骨子

案）」では、中期的再編と長期的再編の具体的な高校配置案

をＡ案・Ｂ案として、２つの案を併記しています。   

Ａ案・Ｂ案の違いは統合する高校の問題であり、中期的

再編では、令和７年度に米沢地区の高校を１校減とし、長

期的再編では、令和１７年度頃に、その他地区の３校を１

校とする計画です。少子化の進行を見据えた県教育委員会

の判断であり、止むを得ないと考えますが、残る１校は高

畠・南陽・置農のいずれかになります。 

私は、何としても南陽高校が残って欲しいと思っていま

す。現在の高校は、地域活動を推進する方向で、「地域に開

かれた高校」、「地域に根ざした高校」、さらに「地域ととも

に歩む高校」へ変わってきています。   

南陽高校も「地域を元気にする高校」として、生徒会活

動、ボランティア活動等にも意欲的に取り組み、郷土に根

ざし、その発展に資する人材を育てる高校として、努力を

いただいているところです。     

  以上を踏まえ、以下について市長のご見解を伺います。

       

（１）地域振興の核としての連携強化   

  

高校生は、社会人と違って、社会の慣例やしきたりな

どにとらわれることなく、社会の問題・矛盾を客観的に

とらえ、どうすればいいか、あるべき社会を考え、構想

することができる、そんな立場にいます。  

ユニークな視点から発想でき、大人ではできない、ユ

ニークな地域づくりや独創的な商品開発など、先駆けと

なる活動ができる立場にあります。高校生ならではのユ

ニークな活動を行い、地域に新しい風を起こしてほしい。

そんな思いや願いを私は持っています。南陽高校と地域

課題の解決等の学びを実現する取り組みを推進すること

で、地域振興の核としての連携強化を図るべきと考えま

す。市長のお考えを伺います。   
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（２）具体的な対応      

市長は、昨年１１月７日に開催された宮内地区の「市

長とみらいトーク」で、「絶対に南陽高校を無くしてはい

けないと思っている」と発言なさっています。具体的な

対応をどのように考えているのか伺います。 

      

２．GIGA スクール構想について   

    

政府は情報端末の整備について、２０２２年度までに「３

人に１台」を目指し、年間約１，８００億円を地方自治体

に補助するなどしてきましたが、２０１９年３月末時点の

実績は全国平均で５．４人に１台にとどまっています。都

道府県別で見た場合、１．８人に１台（佐賀県）から７．

５人に１台（愛知県）までのばらつきがあります。  

経済協力開発機構（OECD）が２０１８年に実施した国

際教員指導環境調査（TALIS）では、「生徒に課題や学級で

の活動に ICT（情報通信技術）を活用させる」という項目

に「いつも」または「しばしば」と回答した割合が１７．

９％と４８の参加国の平均（５１．３％）をはるかに下回

り、下から２番目でした。     

  この課題に対して、２０２３年度までに「児童生徒１人

１台情報端末、および高速大容量の通信ネットワークを一

体的に整備し、公正に個別最適化された学びを全国の学校

現場で持続的に実現させようという「GIGA スクール構想」

で、総額が４，０００億円を超える巨額が投じられようと

しています。       

２０１９年度補正予算には、小学５、６年と中学１年の

全児童・生徒の約４００万人分を教室に配備し、無線 LAN

環境を整えるとして、２，３１８億円を計上しました。 

ランドセルに入れる持ち物から、授業の進め方まで大き

く変わる「GIGA スクール構想」により小中学校は、今後、

ソフト面・ハード面でどのように変化するのでしょうか。 

  以上を踏まえ、以下について市長のご見解を伺います。

       

（１）当市の学校における ICT 環境の整備状況は。 

      

（２）今後の導入予定スケジュールは。  

     

（３）自治体の実質負担はどのようになるのか。 
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１．地球温暖化対策の取り組みについて 

 

今、世界各地で地球温暖化による異常気象で様々な災害 

が多発しております。人々の生活や生産活動からの環境負

荷が、自然の浄化能力や回復能力以上に増大し続け、限界

点に達しているとの見方もされております。私達の生活が

持続可能であるためには、地球環境を持続可能な状態に取

り戻さなければなりません。我が国においても平成１１年

に「地球温暖化対策の推進に関する法律（温対法）」が施行

され、その後平成２８年に一部改正施行されました。同法

によりますと、温暖化対策の取り組みとして、国、事業者

及び国民の責務を明らかにするとともに、国、地方公共団

体の実行計画の策定、事業者による算定報告公表制度など

を促進するために整備したものとなっています。何よりも

行政自らの取り組みが、市民への推進力になるものと考え

ます。以上の観点から何点か質問をします。 

 

（１）本市においての取り組み状況は。（温暖化対策として

実行していること）  

 

（２）取り組みの削減効果は。 

  

（３）地球温暖化対策の推進に関する法律による「地方公共

団体実行計画」の取り組み状況と今後の方向性は。 

 

（４）第６次総合計画の中の位置づけは。 

 

２．消費税増税後の景気低迷に対する対策について 

 

全国自治体アンケートによりますと（共同通信昨年１１

月～今年１月まで）、景況感が下降していると答えた市区町

村は２１％。上向いているは１１％で昨年の５～７月の上

向き２０％、下降１１％から逆転し、景況感の悪化が鮮明

になりました。また、内閣府が発表した１０月の景気の現

状を示す指数が９４．８％と６年８ヵ月ぶりの低水準にな

っております。慢性的な人手不足と人口減少は、地場産業

の衰退と密接に絡み合っており、地方の中小企業はますま

す苦境に立たされております。以上のような観点から次の

質問をします。 

 

（１）市内の景気動向は。 

 

（２）景気低迷の原因と対策は。 
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１．全世代型社会保障と拡充を求める施策について 

  

  安倍首相は、２０１７年９月２８日の衆議院の解散表明 

 で「全世代型社会保障への転換」を打ち出し、世代間の公 

平論の観点から社会保障に大ナタを振るう姿勢を示しまし 

た。その流れは、２０１２年８月に可決・成立した「社会

保障と税の一体改革関連法８法」にあります。関連法の中

核をなす社会保障制度改革推進法第２条第４項では「国民

が広く受益する社会保障に係る費用をあらゆる世代が広く

公平に分かち合う観点から、社会保障給付に要する費用に

係る国及び地方公共団体の負担の主要な財源には、消費税

及び地方消費税の収入を充てるものとすること」と書かれ、

その改革が、全世代への給付拡充論ではなく、全世代の負

担の公平論から述べられています。また、第２条第１項で、

社会保障制度改革は「国民が自立した生活を営むことがで

きるよう、家族相互及び国民相互の助け合いの仕組みを通

じてその実現を支援していくこと」としていることからも、

その狙いが理解できます。その後、社会保障制度改革推進

法に基づき「社会保障制度改革国民会議」が設置され、「確

かな社会保障を将来世代に伝えるための道筋（報告書）」

（２０１３年）が政府に提出されました。同報告書に初め

て公式に「全世代型の社会保障に転換する」との文言が記

されました。そして、２０１９年６月２１日に閣議決定さ

れた「骨太の方針２０１９」では、「２０１９年１０月には、

全世代型社会保障の構築に向け、少子化対策や社会保障に

対する安定的な財源を確保するため、また、社会保障の充

実と財政健全化にも資するよう、消費税率の１０％引き上

げを」し、全世代型社会保障への転換は、消費税増税を国

民に容認させる口実であることが浮き彫りになりました。

こういった状況の中で市としてどのように認識をされ、ど

のように対応されるのか市長のご見解を賜りたい。 
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２．「地方創生」と人口減少について 

 

  総務省は１月３１日、住民基本台帳に基づく２０１９年 

の人口移動報告を発表しました。東京圏は転入者が転出者 

を上回る「転入超過」が前年より８，９１５人多い１４万

８，７８３人となり、３年連続して拡大しています。東京

圏の転入超過は、外国人を含めた集計を始めた１４年以降

６年連続です。日本人に限ると２４年連続で、東京一極集

中に歯止めがかかっていない状況が続いています。都道府

県別では本県も含む３９道府県が人口流出に当たる「転出

超過」となり、地方移住などを後押しする政府の地方創生

は効果が上がるどころか後退をしているのが現状でありま

す。 

 総務省の担当者は「高水準の教育や、好待遇の求人を求

める若者が吸い寄せられている」と分析をしております。

施政方針では「人口減少、少子高齢化に正面から立ち向か

い、持続可能な社会を構築していかなければならない」と

述べておられます。具体的にはどのような方針を示し対応

されるのか。市長の認識とご見解を賜りたいと存じます。 

 

３．介護保険事業について 

 

（１）来年４月から第８期の介護保険事業計画が新たにスタ 

ートするわけですが、いつ頃までに事業計画が策定され

るのか。 

 

（２）介護保険運営協議会を設置をすることを条例や施政方  

  針で述べておられますが、具体的にはいつ頃までに設置 

するのか、どのような方々を人的配置するのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市  長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市  長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ８ 

受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 

答 弁 を     

求める者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１ 

 

番 

 

 

板 

 

垣 

 

 

致 

 

江 

 

子 

 

 

 

議 

 

員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  令和２年度は「確かな未来へ 夢はぐくむまち 南陽」 

 をめざす都市像としてスタートした、第５次南陽市総合計 

 画も最終年度となり、令和３年度からの第６次総合計画の 

策定に向け重要な年と位置づけられました。来年度の施政 

方針も総合計画の大綱である「教育・産業・健康」につい 

て主要施策の概要が示されました。 

 子どもたちが夢や希望の持てる南陽市、市民が生き生き

と過ごせる南陽市の実現のための施策についてお伺いしま

す。 

  

１．「教育」のまちづくり 

 

（１）放課後子ども教室について 

   放課後における安全な居場所づくりと多様な体験を

通して、次世代の育成を図るため、新たに宮内小学校へ

平日毎日型の放課後子ども教室を拡大するとともに、市

内全小学校における放課後子ども教室の運営を継続し、

地域社会全体で子育てを支えるとされています。学校で

はできない、スポーツや文化活動が体験できる取り組み

などで、子どもたちの身体や心の成長に大きく寄与する

ものと期待するが、心配される課題等もあるのではない

のか、お伺いします。 

 

① 現在行われている沖郷小学校、赤湯小学校の放課後子

ども教室の登録人数は何人か。その内、週３回以上の利

用者は何人ぐらいか。 

 

② 指導者やスタッフ体制の状況はどうなっているか。 

 

③ 最近、子どもの誘拐や行方不明など心配な事件がおきて

いる。現在、各小学校では集団下校が行われているが、放

課後子ども教室では単独での下校と聞いている。下校時の

安全確保はされているか。非常時の連絡体制や地域との連

携は。 

 

④ 長期休業や学校休業日などでの体験プログラムはどの

程度行われているか、指導者の状況は。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市  長 

教 育 長 

関係課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ９ 

受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 

答 弁 を     

求める者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１ 

 

番 

 

 

板 

 

垣 

 

 

致 

 

江 

 

子 

 

 

 

議 

 

員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．「産業」のまちづくり 

（１）菊文化の継承について 

   第１０７回の南陽の菊まつりは、熊野大社周辺と花公

園会場の２会場での開催が大変好評で、入場者が前年並

みの５２，４００人と報告されました。市も菊のまち南

陽として、菊文化の継承、菊づくりの後継者の育成を図

るとされています。そのための講習会も行われ、講習生

も増えているようですが、菊花展示部門を担っていただ

ている菊花会の方々の状況の変化もあり、それぞれの負

担が増えているのではないでしょうか。歴史と伝統の南

陽の菊まつりを守るため、市としても新たな対策も必要

と考えます。市長のお考えをお伺いします。 

 

 ① 菊づくりに興味を持って従事してくれる地域おこし

協力隊員の募集なども菊文化の継承の担い手の掘り起

こしになるのではないのか。 

   

（２）道の駅の整備について 

   市長とみらいトークでも道の駅の整備や要望などの

意見が出されていたが、市長の回答にあったように南陽

市の物産はワインをはじめ農産物や商工会の一店逸品

の商品など大変魅力的な物が多くあります。しかし、全

般的に販売するところがなく、生産者にとっても、観光

客、市民にとっても大変残念なことです。観光に来る方

たちは南陽市での買い物を楽しみに来るはずです。試飲

をしたり、目で楽しんだり、南陽の良さをたっぷり満喫

して買い物してもらう。そんな道の駅が必要ではないで

しょうか。市長のお考えをお伺いします。 

 

（３）赤湯駅の名称変更について 

   昨年５月にある会から、６００名近い署名が集められ

「赤湯駅」を「赤湯温泉駅」へと変更としてはとの提案

の要望が出されたとお聞きした。市からの回答は現状で

は難しい。ＪＲの前例では数億円かかる。費用対効果を

勘案しても予算化は困難との文書を頂いたとのことで

した。もっと丁寧な回答の仕方もあるのではないのか。

６００名の市民の思いは重く、市としてできることはな

いのか。クラウドファンディングへの協力やふるさと納

税の使い道など。市長のお考えをお伺いします。 

 

市  長 

関係課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 １０ 

受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 

答 弁 を     

求める者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

番 

 

 

白 

 

鳥 

 

 

雅 

 

巳 

 

 

 

議 

 

員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．温浴施設建設計画について 

 

（１）令和３年度建設予定としている温浴施設がどのような

経緯で浮上したのか。赤湯選出議員はある程度承知して

いるが改めて説明を願います。 

 

（２）施設計画が現在どの段階まで進み、推移しているのか

伺います。 

 

（３）設計建物の構造、また形状（デザイン）は誰に依頼し、

設計業者はどこか伺います。 

 

（４）この施設設計に市長の要望は入っているのか伺いま

す。 

 

（５）施設完成後、赤湯財産区と施設の関わり、財産区の立

ち位置は。また、施設管理はどのようにされるのか伺い

ます。 

 

（６）この施設が南陽市民にとって有益であるが、将来負の

財産となる危険性もはらんでいることも否めないと感

じておりますが、市長の見解を伺います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市  長 

関係課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 １１ 

受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 

答 弁 を     

求める者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

番 

 

 

白 

 

鳥 

 

 

雅 

 

巳 

 

 

 

議 

 

員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．ハイジアパーク南陽の今後の運営について 

 

（１）施設については、既存ボイラー等各機器の老朽化が進

行し、いつ突然機能停止に陥るか分からない。「施設存

続、また、このまま維持継続」か、また廃止すべきかな

ど様々議論されてきました。結論を出す時期にきている

のではと思いますが、市長の見解を伺います。 

 

（２）今後のあり方にかかる「有識者会議」メンバーとして

参加させていただきました。令和元年５月から１２月ま

で計４回開催され、各委員から様々貴重な意見が出され

ました。とりまとめた意見書が同年１２月末に提出さ

れ、市長所感で「施設の老朽化も顕著となり一刻の猶予

もない。十分な検討の上、早急に方向性を決定する」と

のご返答でしたが、その方向性の決定はいつなのか伺い

ます。 

 

（３）温浴施設の建設と今後、ハイジアパーク南陽の対応が

廃止となった場合、ハイジアを利用されている方の大半

が宮内地区の方々と思いますが、先のことも含めて検討

しなければならないと思います。公平な検討対策をする

べきと思いますが、市長の見解を伺います。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市  長 

関係課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


